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広 報 連 絡 
 

１ 件  名  表町商店街（中之町～下之町）において点字ブロック社会実験を実

施します 

 

２ 内  容   商店街の賑わいを損なうことなく、視覚障害者を含め多くの方に

安全・安心に歩いていただける空間を確保するために、点字ブロッ

ク設置に向けた社会実験を行います。 

社会実験では、道路の中央に視覚障害者が安心して通行できる空

間を確保した上で、荷さばき車両などがその空間を脅かすことなく

通行が可能か、また、イベント時に点字ブロック上にワゴン等を設

置した状態でも、誘導員を配置することで視覚障害者を安全に誘導

できるかなどについて検証します。（チラシ参照） 

 

３ 場  所  表町商店街（中之町～下之町）  

 

４ 期  間  令和４年１０月１７日（月）から１１月１３日（日）まで 

 

５ 備  考  ・１０月１７日の午前９時から、市職員が点字ブロック設置予定箇

所を示すテープ貼り等の作業を行います。 

・備前岡山ええじゃないか２０２２大誓文払い 

令和４年１１月３日（木・祝）から１１月５日（土）まで 





［目的］

　表町商店街は、自動車の通行がなく歩行者が安心して歩

ける空間にも関わらず、現状は、看板等が置いてあり、イ

ベント時には道路上に多くのワゴン等が並ぶなど、視覚障

害者にとって安全・安心な歩行空間とはなっていません。

　商店街の賑わいを損なうことなく、視覚障害者を含め多

くの方に安全・安心に歩いていただける空間を確保するた

めに、点字ブロックの設置に向けた社会実験を行います。

［内容］

　社会実験では、主に次のことについて検証します。

・道路の中央に視覚障害者が安心して通行できる空間を

確保した上で、荷さばき車両などがその空間を脅かす

ことなく通行可能か

・イベント時に点字ブロック上にワゴン等を設置した状

態でも、誘導員を配置することで視覚障害者を安全に

誘導できるか

　実験期間中は、点字ブロックを示す黄色い線と視覚障害者が通行するために必要な幅を示す緑色の線を

明示しています。一般の通行の方も、点字ブロックがあると思って、自転車や荷物を置かないようにして

ください。

　社会実験に関する、ご意見・ご感想は、dourokeikaku@city.okayama.lg.jp まで
お寄せください。頂いた、ご意見等につきましては、公表させていただくことがあ

りますので、あらかじめ、ご了承ください。


